
要 望 事 項 

                                                  会派名 無会派（勝間田幹也議員） 

事 業 名 内 容 説 明 

大型プロジェクトについ

て 

 

 

 

 

スポーツタウン御殿場の

取り組みについて 

 

 

 

 

 

保健センター移転につい

て 

 

「新図書館・郷土資料館」、「道の駅的施設」、「(仮称)富士山木のおもちゃ美術館」、「科学技術博物館」これら施設に 

ついて、市長直轄のプロジェクトチームを結成した上で、どの施設も魅力あふれる日本一の施設を目指し、力強く推進

するとのことだが、これら施設（建設が始まっている事業もあるが）今後事業展開していく上でどれぐらいの建設費が

かかるのか、また、財源確保についても広く市民にお知らせすべきと考える。それと同時にランニングコストをいかに

抑えていくのかを踏まえた事業展開を望む。 

 

スポーツを通しての街づくりを掲げ、空手道を核にしたまちづくりを進めている。また、東京2020オリンピックの自転

車ロードレース会場として、世界のトップアスリートが駆け抜けた『オリンピックコースのある御殿場市』と銘打っ

て、様々なサイクリングイベントの開催を支援し効果をあげていることは大変評価するものである。 

空手道やサイクリングのみならず多くのスポーツ（私も、柔道・バレーボール・インディアカ・パークゴルフ・アー

チェリーに関わっている）に親しむ市民もいるなか、今後、多くのスポーツ種目を取り上げ、また、連携しスポーツタ

ウン御殿場の取り組みをなお一層推進していくことを望む。 

 

御殿場市公共施設等総合管理計画によると、資産老朽化比率（中分類）による保健施設（保健センター）は９３.４％と

他の施設と比べ高くなっている。昭和６０年の建設から３９年が経ち経年劣化による補修部分も増えていると聞く。 

「真の子育て支援日本一」を推進する御殿場市において、乳幼児の健康、育児、栄養などの相談や乳幼児の定期健診が

行われるこの施設の早期移転建て替えを望む。 

 


